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吉田さんおすすめレシピ～給食で好きだった納豆汁～
煮干しでとっただし汁で里芋・わらび・きのこを煮る。豆腐・油揚
げを加え、味噌で味を調える。すりつぶした納豆を加え、煮立たせ
ないように沸騰直前まで加熱する。細かく刻んだネギとからし菜
をのせて完成。

国産大豆でつくった納豆を予約で食べよう
味噌や醤油、豆腐や納豆など、和食に欠かせない大豆ですが、その
食料自給率は約6％（2022年度）と低い状況で推移しています。貴
重な国産大豆でつくった納豆を、よやくらぶ登録できます。価格も
おトクです。 ※参考：令和 4 年度食料需給表（農林水産省）

でんきの生産者をめぐるツアー活動報告
福島県にある再生可能エネルギーの発電所を
訪問しました
生活クラブでは二酸化炭素排出量の削減と脱原発の実現のため、再生可能エネルギーの取組み
を推進しています。その実践として、再生可能エネルギー発電所由来の電気を主な電源とする「生
活クラブでんき」の共同購入を2016年より開始しました。
2023年10月14日・15日には環境政策委員会主催の研修として、生活クラブでんきの2生産者
（会津電力㈱、飯舘電力㈱）を視察しました。原発事故を契機に誕生した会津電力㈱と飯舘電
力㈱の取組みを紹介します。

詳細はこちら▲

ご紹介いただいた方のご契約にかかわらず、
国産ブレンドなたね油丸缶をプレゼント！

 

会津電力㈱の雄国太陽光発電所に並ぶ太陽光パネルを見
学しました。磯部社長の「国や東京電力を非難するだけで
なく、今まで見過ごしてきた責任として安全なエネルギー
を作り次世代に手渡したい」という思いや、雪や土地の条
件を工夫して運営していることを聞き、パネルがさらに輝
いて見えました。

東に進み、東京電力福島第一原発の方向、飯館村に入る
と荒れた道の横にフレコンバッグや緑のシートがあちこち
にあり、まだまだ深刻な状況であることがわかりました。
将来村が存続できるか危惧される中で挑戦する飯館電力
㈱。福島再生の気持ちが詰まっている、福島の再生可能エ
ネルギーの電気を応援していきたいと思いました。

でんきスタッフ
福原 葉子さん

今こそ

再生可能エネルギーへの切り替えは、
すぐにできる気候危機対策の一つ。
子どもや孫の世代まで持続可能な環境
を残すために、生活クラブでんきに切
り替えましょう！

新規加入者限定！
生活クラブ東京に加入 3カ月以内に生活クラブでんきを
ご契約いただいた方には共同購入代金から1,000円値引き！

●応援していきたい福島の再生可能エネルギー

こうだったらいいなを
叶える働き方

こうだったらいいなを
叶える働き方
国産大豆使用！

食べ続けたい小粒カップ納豆

雄国太陽光発電所のメガソーラーを見学した後、会津電力㈱代表取締役
社長の磯部さんよりお話を伺いました。「会津地域は原発事故による直
接的な被害はありませんでしたが、風評被害の影響は大きく受けました。
これまで福島県は、原発で発電し、その電力を首都圏に送り続けてきま
した。そうではなく、地域の再生可能エネルギーを自分たちでコントロ
ールし、地域循環を作れるようにしたいと、会津電力㈱が立ち上がりま
した」と、設立の背景を伺いました。 雄国太陽光発電所。大雪でも発電できるよう、2.5m

の架台の上に勾配をつけたパネルを設置
会津電力㈱ 代表取締役社長

磯部 英世さん

●地域を守るため、エネルギーをコントロールする

除染作業のために山が半分に削られるなど、原発
事故による影響を伺いました

飯舘電力㈱役員の千葉さんより、2023 年 5月に一部帰宅困難区域が解
除された長泥地区や太陽光発電所を案内いただきました。除染の際の汚
染土が高く積まれている場所もあり、モニタリングポストの放射線量は
0.27μSv*を示す場所もありました。
「原発さえなければ、震災がおこっても福島県が放射能汚染被害を受ける
ことはありませんでした。日本には地熱や水力など、原子力に頼らなくて
もまだ多くの可能性がある」と再生可能エネルギーへの思いを伺いました。

●再生可能エネルギーでの地域復興推進

飯舘電力㈱ 役員
千葉 訓道さん＊環境省では、除染対象となる地域を定める要件を、毎時 0.23μSv以上の地域としている

会津電力㈱

飯館電力㈱

参加者感想


